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(54)【発明の名称】 有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法および輝度制御回路

(57)【要約】
【課題】  この発明は、省電力化が図れるとともに有機
ＥＬ素子の性能劣化を抑えることができ、しかもハンチ
ングの発生を防止できる有機ＥＬディスプレイの輝度制
御方法および輝度制御回路を提供することを目的とす
る。
【解決手段】  有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法に
おいて、映像入力信号に基づいて１画面毎に輝度積算値
を算出する第１ステップ、および第１ステップによって
算出された輝度積算値に基づいて映像入力信号の振幅を
制御し、振幅制御後の映像信号を有機ＥＬディスプレイ
に供給する第２ステップを備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法に
おいて、
映像入力信号に基づいて１画面毎に輝度積算値を算出す
る第１ステップ、および第１ステップによって算出され
た輝度積算値に基づいて映像入力信号の振幅を制御し、
振幅制御後の映像信号を有機ＥＬディスプレイに供給す
る第２ステップ、
を備えていることを特徴とする有機ＥＬディスプレイの
輝度制御方法。
【請求項２】  第２ステップは、第１ステップによって
算出された輝度積算値が大きいときに映像入力信号の振
幅が小さくなるように、映像入力信号の振幅を制御する
ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディスプレ
イの輝度制御方法。
【請求項３】  映像入力信号がデジタルの映像信号であ
り、第２ステップは、デジタルの映像入力信号をアナロ
グの映像信号に変換するためのＤＡ変換器に供給される
リファレンス電圧を、第１ステップによって算出された
輝度積算値に基づいて制御することにより、映像入力信
号の振幅を制御することを特徴とする請求項１および２
のいずれかに記載の有機ＥＬディスプレイの輝度制御方
法。
【請求項４】  ＤＡ変換器に供給されるリファレンス電
圧には、入力信号の黒レベルに対する発光輝度を規定す
るための黒側リファレンス電圧と入力信号の白レベルに
対する発光輝度を規定するための白側リファレンス電圧
とがあり、第２ステップは、白側リファレンス電圧を、
第１ステップによって算出された輝度積算値に基づいて
制御することを特徴とする請求項３に記載の有機ＥＬデ
ィスプレイの輝度制御方法。
【請求項５】  有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路に
おいて、
所与のリファレンス電圧によって規定される入出力特性
に基づいて、デジタル映像入力信号をアナログの映像出
力信号に変換して、有機ＥＬディスプレイに供給するＤ
Ａ変換器と、デジタル映像入力信号に基づいて、ＤＡ変
換器に供給されるリファレンス電圧を制御するリファレ
ンス電圧制御回路とを備えており、
リファレンス電圧制御回路は、デジタル映像入力信号に
基づいて１画面毎に輝度積算値を算出する輝度積算値算
出回路と、輝度積算値算出回路によって算出された輝度
積算値に基づいて、ＤＡ変換器に供給されるリファレン
ス電圧を制御する電圧調整回路とを備えていることを特
徴とする有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路。
【請求項６】  ＤＡ変換器に供給されるリファレンス電
圧には、入力信号の黒レベルに対する発光輝度を規定す
るための黒側リファレンス電圧と、入力信号の白レベル
に対する発光輝度を規定するための白側リファレンス電
圧とがあり、電圧調整回路は輝度積算値算出回路によっ

2
て算出された輝度積算値に基づいて、白側リファレンス
電圧を制御することを特徴とする請求項５に記載の有機
ＥＬディスプレイの輝度制御回路。
【請求項７】  電圧調整回路は、輝度積算値算出回路に
よって算出された輝度積算値が大きいときに、入力信号
の白レベルに対する発光輝度が低くなるように、白側リ
ファレンス電圧を制御することを特徴とする請求項６に
記載の有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路。
【請求項８】  電圧調整回路は、輝度積算値算出回路に
よって算出された輝度積算値に基づいて、白側リファレ
ンス電圧を制御するためのゲインを算出するゲイン算出
回路、ゲイン算出回路によって算出されたゲインに基づ
いて、白側リファレンス電圧を制御する制御回路を備え
ていることを特徴とする請求項６および請求項７のいず
れかに記載の有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路。
【請求項９】  ゲイン算出回路は、入力される輝度積算
値が所定値以下である場合には出力ゲインを一定値と
し、入力される輝度積算値が所定値を越える場合には入
力される輝度積算値が大きいほど出力ゲインを小さくさ
せる入出力特性を有しており、制御回路はゲインが小さ
いほど入力信号の白レベルに対する発光輝度が低くなる
ように、白側リファレンス電圧を制御するものであるこ
とを特徴とする請求項８に記載の有機ＥＬディスプレイ
の輝度制御回路。
【請求項１０】  電圧調整回路は、輝度積算値算出回路
によって算出された輝度積算値に基づいて、白側リファ
レンス電圧を制御するための第１のゲインを算出するゲ
イン算出回路、ゲイン算出回路によって算出されたゲイ
ンに外部から与えられる第２のゲインを乗算する乗算回
路および乗算回路の乗算結果である第３のゲインに基づ
いて、白側リファレンス電圧を制御する制御回路を備え
ていることを特徴とする請求項６および請求項７のいず
れかに記載の有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路。
【請求項１１】  ゲイン算出回路は、入力される輝度積
算値が所定値以下である場合には出力ゲインを一定値と
し、入力される輝度積算値が所定値を越える場合には入
力される輝度積算値が大きいほど出力ゲインを小さくさ
せる入出力特性を有しており、制御回路は第３のゲイン
が小さいほど入力信号の白レベルに対する発光輝度が低
くなるように、白側リファレンス電圧を制御するもので
あることを特徴とする請求項１０に記載の有機ＥＬディ
スプレイの輝度制御回路。
【請求項１２】  自動露光制御機能を有するカメラと有
機ＥＬディスプレイを備えた携帯型電話機において、
カメラの露光制御情報に基づいて、周辺の明るさを判定
する判定手段、
判定手段によって判定された周辺の明るさに基づいて、
有機ＥＬディスプレイの表示輝度を制御する表示輝度制
御手段を備えていることを特徴とする携帯型電話機。
【請求項１３】  表示輝度制御手段は、判定手段によっ
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て判定された周辺の明るさが暗い場合には有機ＥＬディ
スプレイの表示輝度が低くなり、判定手段によって判定
された周辺の明るさが明るい場合には有機ＥＬディスプ
レイの表示輝度が高くなるように、有機ＥＬディスプレ
イの表示輝度を制御するものであることを特徴とする請
求項１２に記載の携帯型電話機。
【請求項１４】  カメラの露光制御情報は、露光時間情
報およびＡＧＣゲイン情報のうちから選択された１つで
あることを特徴とする請求項１２および１３のいずれか
に記載の携帯型電話機。
【請求項１５】  有機ＥＬディスプレイを備えた携帯型
電話機において、
有機ＥＬディスプレイの表示面の向きを検出する検出手
段、
検出手段によって検出された有機ＥＬディスプレイの表
示面の向きに基づいて、有機ＥＬディスプレイの表示輝
度を制御する表示輝度制御手段を備えていることを特徴
とする携帯型電話機。
【請求項１６】  表示輝度制御手段は、有機ＥＬディス
プレイの表示面の向きが上向きである場合には有機ＥＬ
ディスプレイの表示輝度が高くなり、有機ＥＬディスプ
レイの表示面の向きが下向きである場合には有機ＥＬデ
ィスプレイの表示輝度が低くなるように、有機ＥＬディ
スプレイの表示輝度を制御するものであることを特徴と
する請求項１５に記載の携帯型電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、有機エレクトロ
ルミッネッセンス（有機ＥＬ）ディスプレイの輝度制御
方法、輝度制御回路および有機ＥＬディスプレイを備え
た携帯型電話機に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬディスプレイには、単純マトリ
クス構造のパッシブ型と、ＴＦＴを用いるアクティブ型
とがある。
【０００３】図１は、アクティブ型の有機ＥＬディスプ
レイの基本画素構成を示している。
【０００４】アクティブ型の有機ＥＬディスプレイの１
画素分の回路は、スイッチング用ＴＦＴ１０１と、コン
デンサ１０２と、駆動用ＴＦＴ１０３と、有機ＥＬ素子
１０４とから構成されている。
【０００５】スイッチング用ＴＦＴ１０１のドレインに
は、表示信号ライン１１１を介して表示信号Data(Vin) 
が印加される。スイッチング用ＴＦＴ１０１のベースに
は、選択信号ライン１１２を介して選択信号SCANが印加
される。スイッチング用ＴＦＴ１０１のソースは、駆動
用ＴＦＴ１０３のベースに接続されているとともに、コ
ンデンサ１０２を介して接地されている。
【０００６】駆動用ＴＦＴ１０３のドレインには、電源
ライン１１３を介して駆動電源電圧Vdd が印加されてい
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る。駆動用ＴＦＴ１０３のソースは、有機ＥＬ素子１０
４の陽極に接続されている。有機ＥＬ素子１０４の陰極
は接地されている。
【０００７】スイッチング用ＴＦＴ１０１は、選択信号
SCANによってオンオフ制御される。コンデンサ１０２
は、スイッチング用ＴＦＴ１０１がオンのときに、スイ
ッチング用ＴＦＴ１０１を介して供給される表示信号Da
ta(Vin) によって充電される。そして、スイッチング用
ＴＦＴ１０１がオフのときには、充電電圧を保持する。
駆動用ＴＦＴ１０３は、そのベースに加えられるコンデ
ンサ１０２の保持電圧に応じた電流を有機ＥＬ素子１０
４に供給する。
【０００８】図２は、図１に示す基本画素構成におい
て、表示信号Data(Vin) と有機ＥＬ素子１０４の発光輝
度（駆動電流）との関係を示している。
【０００９】図２において、RefWは入力信号の白レベル
に対する発光輝度を規定するための白側リファレンス電
圧を、RefBは入力信号の黒レベルに対する発光輝度を規
定するための黒側リファレンス電圧を、それぞれ示して
いる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記のよう
なアクティブ型の有機ＥＬディスプレイでは、画面全体
が明るい画像では、有機ＥＬ素子１０４に大きな電流が
流れる。有機ＥＬ素子１０４に大きな電流が流れると、
消費電力が多くなる。また、有機ＥＬ素子１０４に大き
な電流が継続して流れると、その性能の劣化を早める。
【００１１】そこで、有機ＥＬ素子１０４の陰極に流れ
込む電流を検出し、検出した電流値に応じて、有機ＥＬ
素子１０４の電源電圧Vdd を制御することにより、たと
えば画面全体が明るい場合には電源電圧を下げて駆動電
流を低減させる技術が開発されている（特開2000-26762
8 号公報参照) 。
【００１２】上記従来技術による電源電圧制御は、検出
した電流値に応じて有機ＥＬ素子１０４の電源電圧Vdd 
を制御するフィードバック制御である。フィードバック
制御の場合、映像の明るさが急激に変化した時など、過
制御が発生しやすく、その際に短い周期で輝度が変動す
るといったいわゆるハンチングが生じてしまう。
【００１３】この発明は、省電力化が図れるとともに有
機ＥＬ素子の性能劣化を抑えることができ、しかもハン
チングの発生を防止できる有機ＥＬディスプレイの輝度
制御方法および輝度制御回路を提供することを目的とす
る。
【００１４】この発明は、周辺の明るさに応じて有機Ｅ
Ｌディスプレイの表示輝度を変化させることができる携
帯型電話機を提供することを目的とする。
【００１５】この発明は、携帯型電話機の向きに応じて
有機ＥＬディスプレイの表示輝度を変化させることがで
きる携帯型電話機を提供することを目的とする。
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【００１６】
【課題を解決するための手段】請求項１に記載の発明
は、有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法において、映
像入力信号に基づいて１画面毎に輝度積算値を算出する
第１ステップ、および第１ステップによって算出された
輝度積算値に基づいて映像入力信号の振幅を制御し、振
幅制御後の映像信号を有機ＥＬディスプレイに供給する
第２ステップを備えていることを特徴とする。
【００１７】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の発明において、第２ステップは、第１ステップによっ
て算出された輝度積算値が大きいときに映像入力信号の
振幅が小さくなるように、映像入力信号の振幅を制御す
ることを特徴とする。
【００１８】請求項３に記載の発明は、請求項１乃至２
に記載の発明において、映像入力信号がデジタルの映像
信号であり、第２ステップは、デジタルの映像入力信号
をアナログの映像信号に変換するためのＤＡ変換器に供
給されるリファレンス電圧を、第１ステップによって算
出された輝度積算値に基づいて制御することにより、映
像入力信号の振幅を制御することを特徴とする。
【００１９】請求項４に記載の発明は、請求項３に記載
の発明において、ＤＡ変換器に供給されるリファレンス
電圧には、入力信号の黒レベルに対する発光輝度を規定
するための黒側リファレンス電圧と入力信号の白レベル
に対する発光輝度を規定するための白側リファレンス電
圧とがあり、第２ステップは、白側リファレンス電圧
を、第１ステップによって算出された輝度積算値に基づ
いて制御することを特徴とする。
【００２０】請求項５に記載の発明は、有機ＥＬディス
プレイの輝度制御回路において、所与のリファレンス電
圧によって規定される入出力特性に基づいて、デジタル
映像入力信号をアナログの映像出力信号に変換して、有
機ＥＬディスプレイに供給するＤＡ変換器と、デジタル
映像入力信号に基づいて、ＤＡ変換器に供給されるリフ
ァレンス電圧を制御するリファレンス電圧制御回路とを
備えており、リファレンス電圧制御回路は、デジタル映
像入力信号に基づいて１画面毎に輝度積算値を算出する
輝度積算値算出回路と、輝度積算値算出回路によって算
出された輝度積算値に基づいて、ＤＡ変換器に供給され
るリファレンス電圧を制御する電圧調整回路とを備えて
いることを特徴とする。
【００２１】請求項６に記載の発明は、請求項５に記載
の発明において、ＤＡ変換器に供給されるリファレンス
電圧には、入力信号の黒レベルに対する発光輝度を規定
するための黒側リファレンス電圧と、入力信号の白レベ
ルに対する発光輝度を規定するための白側リファレンス
電圧とがあり、電圧調整回路は輝度積算値算出回路によ
って算出された輝度積算値に基づいて、白側リファレン
ス電圧を制御することを特徴とする。
【００２２】請求項７に記載の発明は、請求項６に記載
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の発明において、電圧調整回路は、輝度積算値算出回路
によって算出された輝度積算値が大きいときに、入力信
号の白レベルに対する発光輝度が低くなるように、白側
リファレンス電圧を制御することを特徴とする。
【００２３】請求項８に記載の発明は、請求項６乃至７
に記載の発明において、電圧調整回路は、輝度積算値算
出回路によって算出された輝度積算値に基づいて、白側
リファレンス電圧を制御するためのゲインを算出するゲ
イン算出回路、ゲイン算出回路によって算出されたゲイ
ンに基づいて、白側リファレンス電圧を制御する制御回
路を備えていることを特徴とする。
【００２４】請求項９に記載の発明は、請求項８に記載
の発明において、ゲイン算出回路は、入力される輝度積
算値が所定値以下である場合には出力ゲインを一定値と
し、入力される輝度積算値が所定値を越える場合には入
力される輝度積算値が大きいほど出力ゲインを小さくさ
せる入出力特性を有しており、制御回路はゲインが小さ
いほど入力信号の白レベルに対する発光輝度が低くなる
ように、白側リファレンス電圧を制御するものであるこ
とを特徴とする。
【００２５】請求項１０に記載の発明は、請求項６乃至
７に記載の発明において、電圧調整回路は、輝度積算値
算出回路によって算出された輝度積算値に基づいて、白
側リファレンス電圧を制御するための第１のゲインを算
出するゲイン算出回路、ゲイン算出回路によって算出さ
れたゲインに外部から与えられる第２のゲインを乗算す
る乗算回路および乗算回路の乗算結果である第３のゲイ
ンに基づいて、白側リファレンス電圧を制御する制御回
路を備えていることを特徴とする。
【００２６】請求項１１に記載の発明は、請求項１０に
記載の発明において、ゲイン算出回路は、入力される輝
度積算値が所定値以下である場合には出力ゲインを一定
値とし、入力される輝度積算値が所定値を越える場合に
は入力される輝度積算値が大きいほど出力ゲインを小さ
くさせる入出力特性を有しており、制御回路は第３のゲ
インが小さいほど入力信号の白レベルに対する発光輝度
が低くなるように、白側リファレンス電圧を制御するも
のであることを特徴とする。
【００２７】請求項１２に記載の発明は、自動露光制御
機能を有するカメラと有機ＥＬディスプレイを備えた携
帯型電話機において、カメラの露光制御情報に基づい
て、周辺の明るさを判定する判定手段、判定手段によっ
て判定された周辺の明るさに基づいて、有機ＥＬディス
プレイの表示輝度を制御する表示輝度制御手段を備えて
いることを特徴とする。
【００２８】請求項１３に記載の発明は、請求項１２に
記載の携帯型電話機において、表示輝度制御手段は、判
定手段によって判定された周辺の明るさが暗い場合には
有機ＥＬディスプレイの表示輝度が低くなり、判定手段
によって判定された周辺の明るさが明るい場合には有機
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7
ＥＬディスプレイの表示輝度が高くなるように、有機Ｅ
Ｌディスプレイの表示輝度を制御するものであることを
特徴とする。
【００２９】請求項１４に記載の発明は、請求項１２ま
たは１３に記載の携帯型電話機において、カメラの露光
制御情報は、露光時間情報およびＡＧＣゲイン情報のう
ちから選択された１つであることを特徴とする。
【００３０】請求項１５に記載の発明は、有機ＥＬディ
スプレイを備えた携帯型電話機において、有機ＥＬディ
スプレイの表示面の向きを検出する検出手段、検出手段
によって検出された有機ＥＬディスプレイの表示面の向
きに基づいて、有機ＥＬディスプレイの表示輝度を制御
する表示輝度制御手段を備えていることを特徴とする。
【００３１】請求項１６に記載の発明は、請求項１５に
記載の携帯型電話機において、表示輝度制御手段は、有
機ＥＬディスプレイの表示面の向きが上向きである場合
には有機ＥＬディスプレイの表示輝度が高くなり、有機
ＥＬディスプレイの表示面の向きが下向きである場合に
は有機ＥＬディスプレイの表示輝度が低くなるように、
有機ＥＬディスプレイの表示輝度を制御するものである
ことを特徴とする。
【００３２】
【発明の実施の形態】以下、図３～図１０を参照して、 
この発明の実施の形態について説明する。
【００３３】〔１〕第１の実施の形態の説明
【００３４】図３は、この発明の第１の実施の形態であ
る有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路の構成を示して
いる。
【００３５】有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路は、
リファレンス電圧制御回路１とＤＡＣ２とを備えてい
る。デジタル映像入力信号R ＿in，G ＿in，B ＿inは、
リファレンス電圧制御回路１に送られるとともに、ＤＡ
Ｃ２に送られる。リファレンス電圧制御回路１は、ＤＡ
Ｃ２に供給されるリファレンス電圧を制御する。ＤＡＣ
２に供給されるリファレンス電圧には、R,G,B それぞれ
について、黒側リファレンス電圧R ＿RefB, G ＿RefB, 
B ＿RefB( これらを総称するときには RefB と記載す
る) と、白側リファレンス電圧R ＿RefW, G ＿RefW, B 
＿RefW( これらを総称するときには RefW と記載する) 
とがある。
【００３６】黒側リファレンス電圧RefBとは、入力信号
の黒レベルに対する発光輝度を規定するための基準電圧
であり、この実施の形態では、固定されている。白側リ
ファレンス電圧RefWとは、入力信号の白レベルに対する
発光輝度を規定するための基準電圧であり、この実施の
形態では、リファレンス電圧制御回路１によって制御さ
れる。
【００３７】ＤＡＣ２は、リファレンス電圧制御回路１
から供給される黒側リファレンス電圧RefBと白側リファ
レンス電圧RefW' とによって規定される入出力特性に基
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づいて、デジタル映像入力信号R ＿in，G ＿in，B ＿in
をアナログ映像出力信号R ＿out ，G ＿out ，B ＿out 
に変換する。ＤＡＣ２によって得られるアナログ映像出
力信号R ＿out ，G ＿out ，B ＿out は、有機ＥＬディ
スプレイ３に供給される。このアナログ映像出力信号R 
＿out ，G ＿out ，B ＿out は、図１の表示信号Data(V
in) に相当する。
【００３８】リファレンス電圧制御回路１は、輝度信号
生成回路（Ｙ生成回路）１１、輝度積算回路１２、ＬＰ
Ｆ１３、ゲイン算出回路１４、リファレンス電圧調整回
路（Ref 電圧調整回路）１５および複数のＤＡＣ１６～
２１を備えている。
【００３９】輝度信号生成回路１１は、デジタル映像入
力信号R ＿in，G ＿in，B ＿inに基づいて、輝度信号Ｙ
を生成する。輝度積算回路１２は、輝度信号生成回路１
１によって生成された輝度信号に基づいて、１フレーム
毎に輝度積算値を算出する。ＬＰＦ１３は、輝度積算回
路１２によって算出された１フレーム単位の輝度積算値
を時間方向に平滑化する。このＬＰＦ１３は、急峻な明
るさの変化に対して、後述するゲインGainをゆっくり変
化させるために設けられているが、省略してもよい。
【００４０】ゲイン算出回路１４は、ＬＰＦ１３から得
られる１フレーム毎の輝度積算値の大きさに応じて、白
側リファレンス電圧RefWを制御するためのゲインGainを
算出する。図４（ａ）および図４（ｂ）は、それぞれゲ
イン算出回路１４の入出力特性、つまり、１フレーム単
位の輝度積算値に対するゲインの特性の例を示してい
る。
【００４１】図４（ａ）の特性では、１フレーム単位の
輝度積算値が０～ａまではゲインは１．００となり、１
フレーム単位の輝度積算値がａを越えるとゲインは徐々
に低下している。図４（ｂ）の特性では、１フレーム単
位の輝度積算値が０～ｂまではゲインは１．００とな
り、１フレーム単位の輝度積算値がｂ～ｃまではゲイン
は緩やかに低下し、１フレーム単位の輝度積算値がｃを
越えるとゲインはやや急激に低下している。
【００４２】リファレンス電圧調整回路１５は、R,G,B 
毎に予め設定された黒側リファレンス電圧( 以下、基準
黒側リファレンス電圧という)R＿RefB, G ＿RefB, B ＿
RefBと、R,G,B 毎に予め設定された白側リファレンス電
圧( 以下、基準白側リファレンス電圧という)R＿RefW, 
G ＿RefW, B ＿RefWと、ゲイン算出回路１４によって算
出されたゲインGainとに基づいて、R,G,B 毎の調整後の
白側リファレンス電圧R ＿RefW', G＿RefW', B＿RefW' 
を生成する。
【００４３】各基準黒側リファレンス電圧R ＿RefB, G 
＿RefB, B ＿RefB  および各基準白側リファレンス電圧
R ＿RefW, G ＿RefW, B ＿RefWは、デジタル信号として
与えられている。
【００４４】リファレンス電圧調整回路１５は、R,G,B 



(6) 特開２００３－２５５９０１

10

20

30

40

50

9
それぞれに対するリファレンス電圧調整回路を含んでい
るが、それぞれの構成は同じであるので、ここでは、R 
に対するリファレンス電圧調整回路について説明する。
【００４５】図５は、R に対するリファレンス電圧調整
回路を示している。
【００４６】このリファレンス電圧調整回路は、減算器
３１、乗算器３２および減算器３３を備えている。
【００４７】減算器３１は、R に対する基準黒側リファ
レンス電圧R ＿RefBと、R に対する基準白側リファレン
ス電圧R ＿RefWとの差（R ＿RefB－R ＿RefW）を演算す
る。乗算器３２は、減算器３１の出力（R ＿RefB－R ＿
RefW）にゲインGainを乗算する。減算器３３は、基準黒
側リファレンス電圧R ＿RefBから乗算器３２の出力（Ga
in ×（R ＿RefB－R ＿RefW）) を減算することによ
り、調整後の白側リファレンス電圧R ＿RefW' を算出す
る。
【００４８】ゲインGainが１．００である場合には、調
整後の白側リファレンス電圧R ＿RefW' は、基準白側リ
ファレンス電圧R ＿RefWと等しくなる。そして、ゲイン
Gainが小さくなるほど、つまり、１フレーム単位の輝度
積算値が大きくなるほど、調整後の白側リファレンス電
圧R ＿RefW' が大きくなり、基準黒側リファレンス電圧
R ＿RefB側に近づく。つまり、１フレーム単位の輝度積
算値が大きくなるほど、入力信号の白レベルに対する有
機ＥＬ素子の発光輝度（駆動電流）が低下する。
【００４９】各基準黒側リファレンス電圧R ＿RefB, G 
＿RefB, B ＿RefB  は、それぞれＤＡＣ１６、１７、１
８によってアナログ信号に変換されて、ＤＡＣ２に供給
される。各調整後の白側リファレンス電圧R ＿RefW', G
＿RefW', B＿RefW' は、それぞれＤＡＣ１９、２０、２
１によってアナログ信号に変換されて、ＤＡＣ２に供給
される。
【００５０】図６は、ＤＡＣ２の入出力特性を示してい
る。
【００５１】図６において、RefW’１は、輝度積算値が
小さい場合（暗い映像である場合）にＤＡＣ２に供給さ
れる白側リファレンス電圧（＝基準白側リファレンス電
圧RefW) を示している。RefW’３は、輝度積算値が大き
い場合（明るい映像である場合）にＤＡＣ２に供給され
る白側リファレンス電圧を示している。RefW’２は、輝
度積算値が中間値である場合（中間の明るさの映像であ
る場合）にＤＡＣ２に供給される白側リファレンス電圧
を示している。
【００５２】ＤＡＣ２に供給される白側リファレンス電
圧がRefW’１である場合には、ＤＡＣ２の入出力特性
は、直線Ｌ１で示される特性となる。この場合に、黒レ
ベルから白レベルまで変化する入力信号をＤＡＣ２に周
期的に入力すると、曲線Ｓ１に示すような出力波形が得
られる。
【００５３】ＤＡＣ２に供給される白側リファレンス電
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圧がRefW’３である場合には、ＤＡＣ２の入出力特性
は、直線Ｌ３で示される特性となる。この場合に、黒レ
ベルから白レベルまで変化する入力信号をＤＡＣ２に周
期的に入力すると、曲線Ｓ３に示すような出力波形が得
られる。
【００５４】ＤＡＣ２に供給される白側リファレンス電
圧がRefW’２である場合には、ＤＡＣ２の入出力特性
は、直線Ｌ２で示される特性となる。この場合に、黒レ
ベルから白レベルまで変化する入力信号をＤＡＣ２に周
期的に入力すると、曲線Ｓ２に示すような出力波形が得
られる。
【００５５】つまり、白側リファレンス電圧をフレーム
単位の輝度積算値に応じて制御することにより、ＤＡＣ
２の出力信号の振幅が制御されていることがわかる。
【００５６】上記実施の形態では、入力映像が明るい映
像である場合には、映像入力信号（表示信号）の振幅を
小さくするようにし、これにより有機ＥＬ素子の駆動電
流を低減させている。ＤＡ変換時のリファレンス電圧を
制御することによって、映像入力信号の振幅を制御して
いるので、階調は低下しない。
【００５７】また、映像入力信号（表示信号）の振幅制
御は、フィードフォワード制御によって行われているの
で、ハンチングも発生しない。
【００５８】〔２〕第２の実施の形態の説明
【００５９】図７は、この発明の第２の実施の形態であ
る有機ＥＬディスプレイの輝度制御回路の構成を示して
いる。図７において、図３と同じものには、同じ符号を
付してその説明を省略する。
【００６０】第２の実施の形態における有機ＥＬディス
プレイの輝度制御回路は、第１の実施の形態における有
機ＥＬディスプレイの輝度制御回路と次の点で異なって
いる。
【００６１】（１）リファレンス電圧制御回路１内に、
外部から画面全体の輝度を制御するための乗算器４１が
設けられていること。
（２）リファレンス電圧制御回路１内に、ホワイトバラ
ンス調整を可能とする乗算器５１、５２、５３が設けら
れていること。
（３）Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に表示信号に対する発光輝度の特性
が異なるため、リファレンス電圧制御回路１内に、Ｒ，
Ｇ，Ｂ毎にゲインGainを補正するためのゲイン補正回路
６１、６２、６３が設けられていること。
【００６２】以下、これらの相違点について、さらに詳
しく説明する。
【００６３】ゲイン算出回路１４によって算出されたゲ
インGainは、乗算器４１に入力する。乗算器４１には、
外部から画面全体の輝度を制御するための全体輝度制御
信号W ＿Gainが与えられる。乗算器４１に与えられる信
号W ＿Gainを制御することによって、たとえば、ディス
プレイを明るい場所で使用する場合に画面を明るくした
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り、一定時間経過後に画面を暗くしたりすることが可能
となる。
【００６４】乗算器４１の出力は、乗算器５１、５２、
５３それぞれに与えられる。これらの乗算器５１、５
２、５３には、それぞれＲ，Ｇ，Ｂ個別に任意のゲイン
R ＿Gain,G＿Gain,B＿Gainが与えられる。乗算器５１、
５２、５３にそれぞれ与えられるゲインR ＿Gain,G＿Ga
in,B＿Gainを個別に制御することができるので、ホワイ
トバランス調整が可能となる。
【００６５】各乗算器５１、５２、５３の出力は、それ
ぞれ対応するゲイン補正回路６１、６２、６３に送られ
る。各ゲイン補正回路６１、６２、６３は、たとえば、
図８の直線Ｋ１、Ｋ２のように、入出力特性を設定する
ことにより、入力されたゲインを補正する。
【００６６】リファレンス電圧調整回路１５において
は、Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に対応するゲイン補正回路６１、６
２、６３から与えられるゲインを用いて、Ｒ，Ｇ，Ｂ毎
に白側リファレンス電圧を調整する。
【００６７】〔３〕第３の実施の形態の説明
【００６８】図９は、携帯型電話機の概略構成を示して
いる。
【００６９】ＭＰＵ２０９は、携帯型電話機の全体的な
制御を行う。アンテナ２０１は、電波を送受信する。送
受信部２０２は、電波を受信し、受信内容をＭＰＵ２０
９に伝達する。また、送受信部２０２は、ＭＰＵ２０９
から出力される送信信号を電波に乗せて発信する。
【００７０】マイク２０３は、音声信号をＭＰＵ２０９
に送る。スピーカ２０４は、ＭＰＵ２０９から出力され
る音声信号を音声として出力する。第１カメラ２０５
は、有機ＥＬディスプレイ２１４が設けられている携帯
型電話機本体の前面に取り付けられたカメラであり、撮
像した映像をＭＰＵ２０９に送る。第２カメラ２０６
は、携帯型電話機本体の背面に取り付けられたカメラで
あり、撮像した映像をＭＰＵ２０９に送る。撮像モード
時には、通常モード時の表示映像に代わって、カメラ２
０５または２０６によって撮像された映像が有機ＥＬデ
ィスプレイ２１４に表示される。
【００７１】操作部２０８は、携帯型電話機本体に設け
られており、図１０に示すように、各種ボタン２２１、
各種スイッチ２２２を含んでいる。タイマ２１１は、後
述するように輝度制御のために用いられる。
【００７２】フラッシュメモリ２１０には、電源オフ時
においても保存すべきデータが格納される。グラフック
スメモリ２１２には、ディスプレイに表示する画像デー
タが格納される。ＭＰＵ２０９から出力される画像デー
タと書き込み制御信号に基づいて、グラフックスメモリ
２１２の所定のアドレスに画像データが書き込まれる。
また、グラフックスメモリ２１２からは、有機ＥＬディ
スプレイ２１４の表示周期にあわせて、対応画素の画素
データが走査タイミングに合わせて出力される。
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【００７３】タイミング制御ＩＣ２１３は、有機ＥＬデ
ィスプレイ２１４に画像データと、駆動信号を供給し、
有機ＥＬディスプレイ２１４に映像を表示させる。タイ
ミング制御ＩＣ２１３は、輝度制御回路を含んでいる。
【００７４】図１０は、タイミング制御ＩＣ２１３内に
設けられた輝度制御回路の構成と、画面全体の輝度を制
御するためのＭＰＵ２０９およびその周辺機器とを示し
ている。
【００７５】図１０において、図３と同じものには、同
じ符号を付してその説明を省略する。図１０の輝度制御
回路は、図３の輝度制御回路とほぼ同様であるが、リフ
ァレンス電圧制御回路１内に、画面全体の輝度（表示輝
度）を制御するための乗算器４１が設けられていている
点が異なっている。乗算器４１に与えられる全体輝度制
御信号W ＿Gainは、ＭＰＵ２０９によって生成される。
【００７６】ＭＰＵ２０９には、操作部２０８に設けら
れた各種ボタン２２１、各種スイッチ２２２が接続され
ている。ＭＰＵ２０９は、タイマ２１１を備えている。
ＭＰＵ２０９には、カメラ２０５、２０６が接続されて
いる。各カメラ２０５、２０６は自動露光制御機能を備
えている。この例では、携帯型電話機本体の前面に取り
付けられた第１カメラ２０５から、露光時間情報がＭＰ
Ｕ２０９に送られている。
【００７７】ＭＰＵ２０９は、第１カメラ２０５からの
露光時間情報に基づいて、現在の携帯型電話機の使用環
境下での周辺の明るさを推定して、全体輝度制御信号W 
＿Gainを生成する。全体輝度制御信号W ＿Gainは、例え
ば、２．０～０．５の間の値をとる。
【００７８】具体的には、露光時間が大きいとき、つま
り周辺の明るさが暗い場合には、全体輝度制御信号W ＿
Gainを小さくする。この結果、乗算器４１から出力され
るゲインは、ゲイン算出回路１４によって算出されたゲ
インより小さくなり、調整後の白側リファレンス電圧R 
＿Refw' が大きくなるため、表示輝度が低くなる。
【００７９】反対に、露光時間が小さいとき、つまり周
辺の明るさが明るい場合には、全体輝度制御信号W ＿Ga
inを大きくする。この結果、乗算器４１から出力される
ゲインは、ゲイン算出回路１４によって算出されたゲイ
ンより大きくなり、調整後の白側リファレンス電圧R ＿
Refw' が小さくなるため、表示輝度が高くなる。
【００８０】なお、第１カメラ２０５の露光時間情報の
代わりに第１カメラ２０５のＡＧＣゲイン情報を用いて
上記のような制御を行ってもよい。この場合には、ＡＧ
Ｃゲインが大きい場合に、周辺の明るさが暗いと判定し
て、全体輝度制御信号W ＿Gainを小さくする。逆に、Ａ
ＧＣゲインが小さい場合に、周辺の明るさが明るいと判
定して、全体輝度制御信号W ＿Gainを大きくする。
【００８１】また、ＭＰＵ２０９は、操作部２０８に設
けられた各種ボタン２２１または各種スイッチ２２２が
操作されたときに、全体輝度制御信号W ＿Gainを小さく
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13
することによって表示輝度が高くする。そして、一定時
間が経過すると、全体輝度制御信号W ＿Gainを大きくす
ることによって表示輝度が低くする。
【００８２】一定時間が経過したか否かは、タイマ２１
１を用いて判定する。具体的には、タイマ２１１は、ボ
タン２２１またはスイッチ２２２が操作されたときにリ
セットされ、自動的に計時を開始する。そして、タイマ
２１１によって計時された時間に応じて画面輝度を制御
する。たとえば、所定時間以上経過すると、表示輝度を
半減させる。
【００８３】〔４〕第４の実施の形態の説明
【００８４】図１１は、携帯型電話機の概略構成を示し
ている。図１１において、図９と同じものには、同じ符
号を付してその説明を省略する。
【００８５】この携帯型電話機では、図９の携帯型電話
機に比べて、有機ＥＬディスプレイ２１４の表示面の向
き（上向き、下向き、横向き等）を検出するための向き
センサ２０７が設けられている点で異なっている。ま
た、この携帯型電話機では、第１カメラ２０５からの露
光時間情報に基づく表示輝度制御は行なわれていない。
【００８６】図１２は、タイミング制御ＩＣ２１３内に
設けられた輝度制御回路の構成と、画面全体の輝度を制
御するためのＭＰＵ２０９およびその周辺機器とを示し
ている。
【００８７】図１２において、図３と同じものには、同
じ符号を付してその説明を省略する。図１２の輝度制御
回路は、図３の輝度制御回路とほぼ同様であるが、リフ
ァレンス電圧制御回路１内に、画面全体の輝度（表示輝
度）を制御するための乗算器４１が設けられていている
点が異なっている。乗算器４１に与えられる全体輝度制
御信号W ＿Gainは、ＭＰＵ２０９によって生成される。
【００８８】ＭＰＵ２０９には、操作部２０８に設けら
れた各種ボタン２２１、各種スイッチ２２２が接続され
ている。ＭＰＵ２０９は、タイマ２１１を備えている。
ＭＰＵ２０９には、向きセンサ２０７が接続されてい
る。
【００８９】ＭＰＵ２０９は、向きセンサ２０７の検出
信号に基づいて、有機ＥＬディスプレイ２１４の表示面
の向き（上向き、下向き、横向き等）推定して、全体輝
度制御信号W ＿Gainを生成する。全体輝度制御信号W ＿
Gainは、例えば、２．０～０．５の間の値をとる。
【００９０】具体的には、有機ＥＬディスプレイ２１４
の表示面が上向きになるほど、全体輝度制御信号W ＿Ga
inを小さくすることによって、表示輝度を明るくさせ
る。全体輝度制御信号W ＿Gainは、有機ＥＬディスプレ
イ２１４の表示面が上向きの場合に小さい値に制御さ
れ、有機ＥＬディスプレイ２１４の表示面が下向きの場
合に大きい値に制御され、有機ＥＬディスプレイ２１４
の表示面が横向きのときには中間の値に制御される。
【００９１】また、ＭＰＵ２０９は、上記第３の実施の*
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*形態と同様に、操作部２０８に設けられた各種ボタン２
２１または各種スイッチ２２２が操作されたときに、全
体輝度制御信号W ＿Gainを小さくすることによって表示
輝度が高くする。そして、一定時間が経過すると、全体
輝度制御信号W ＿Gainを大きくすることによって表示輝
度が低くする。
【００９２】なお、有機ＥＬディスプレイ２１４の表示
面の向き（上向き、下向き、横向き等）を、２台のカメ
ラ２０５、２０６の露光時間とＡＧＣゲインから検出す
るようにしてもよい。
【００９３】つまり、有機ＥＬディスプレイ２１４の表
示面の向きが上向きの場合には、携帯型電話機本体の前
面側が背面側より明るい可能性が高いため、携帯型電話
機本体の前面に取り付けられた第１カメラ２０５の露光
時間が、携帯型電話機本体の背面に取り付けられた第２
カメラ２０６の露光時間より短くなる（露光時間が同じ
場合にはＡＧＣゲインが小さくなる）と考えられる。
【００９４】また、反対に、有機ＥＬディスプレイ２１
４の表示面の向きが下向きの場合には、携帯型電話機本
体の背面側が前面側より明るい可能性が高いため、携帯
型電話機本体の背面に取り付けられた第２カメラ２０６
の露光時間が、携帯型電話機本体の前面に取り付けられ
た第１カメラ２０５の露光時間より短くなる（露光時間
が同じ場合にはＡＧＣゲインが小さくなる）と考えられ
る。
【００９５】そこで、２台のカメラ２０５、２０６の露
光時間とＡＧＣゲインによって有機ＥＬディスプレイ２
１４の表示面の向きを判定することができる。
【００９６】
【発明の効果】この発明によれば、省電力化が図れると
ともに有機ＥＬ素子の性能劣化を抑えることができ、し
かもハンチングの発生を防止できるようになる。
【００９７】この発明によれば、携帯型電話機におい
て、周辺の明るさに応じて有機ＥＬディスプレイの表示
輝度を変化させることができるようになる。
【００９８】この発明によれば、携帯型電話機の向きに
応じて有機ＥＬディスプレイの表示輝度を変化させるこ
とができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】アクティブ型の有機ＥＬディスプレイの基本画
素構成を示す回路図である。
【図２】図２は、図１に示す基本画素構成において、表
示信号Data(Vin) と有機ＥＬ素子の発光輝度（駆動電
流）との関係を示すグラフである。
【図３】この発明の第１の実施の形態である有機ＥＬデ
ィスプレイの輝度制御回路の構成を示している。
【図４】ゲイン算出回路１４の入出力特性の例を示すグ
ラフである。
【図５】R に対するリファレンス電圧調整回路を示す回
路図である。
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【図６】ＤＡＣ２の入出力特性を示すグラフである。
【図７】この発明の第２の実施の形態である有機ＥＬデ
ィスプレイの輝度制御回路の構成を示している。
【図８】各ゲイン補正回路６１、６２、６３の入出力特
性の設定例を示すグラフである。
【図９】この発明の第３の実施の形態である携帯型電話
機の概略構成を示すブロック図である。
【図１０】図９のタイミング制御ＩＣ２１３内に設けら
れた輝度制御回路の構成と、画面全体の輝度を制御する
ためのＭＰＵ２０９およびその周辺機器とを示すブロッ
ク図である。
【図１１】この発明の第４の実施の形態である携帯型電
話機の概略構成を示すブロック図である。
【図１２】図１１のタイミング制御ＩＣ２１３内に設け
られた輝度制御回路の構成と、画面全体の輝度を制御す
るためのＭＰＵ２０９およびその周辺機器とを示すブロ
ック図である。 *
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*【符号の説明】
１  リファレンス電圧制御回路
２  ＤＡＣ
３  有機ＥＬディスプレイ
１１  輝度信号生成回路（Ｙ生成回路）
１２  輝度積算回路
１３  ＬＰＦ
１４  ゲイン算出回路
１５  リファレンス電圧調整回路（Ref 電圧調整回
路）
４１、５１、５２、５３  乗算器
２０５，２０６  カメラ
２０７  向きセンサ
２０８  操作部
２０９  ＭＰＵ
２１１  タイマ
２１４  有機ＥＬディスプレイ

【図１】 【図２】

【図３】
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